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（
34
）
同
三
二
〇
頁
。 

（
35
）
拙
稿
「
貞
慶
の
弥
陀
信
仰
再
考―

本
願
念
仏
臨
終
来
迎
論
と
報
化
二
土
一
体
同
処
論
に
よ
る
凡
入
報
土
の
展
開―

」
（
南
都
仏
教
第
九
三
号
）
の
他
、

故
新
倉
和
文
氏
に
も
「
貞
慶
の
阿
弥
陀
信
仰
と
『
発
心
講
式
』
」
（
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
八
号
）
お
よ
び
「
大
原
談
義
の
成
立
事

情―

後
白
河
院
、
平
家
の
鎮
魂
の
た
め
に
談
義
を
開
く―

」
（
同
第
十
号
）
等
が
あ
る
。 

（
36
）
拙
稿
「
「
龍
谷
大
学
図
書
館
禿
氏
文
庫
蔵
『
興
福
寺
奏
達
状
』
に
つ
い
て―

『
興
福
寺
奏
状
』
の
草
稿
本
も
し
く
は
今
一
つ
の
奏
状―

」
（
大
取
一

馬
編
『
典
籍
と
史
料
』
所
収
）
三
一
七
頁
。 

（
37
）
拙
著
『
心
要
鈔
講
読
』
三
八
六
頁
～
三
八
七
頁
。 

（
38
）
『
貞
慶
講
式
集
』
五
九
頁
。
訓
読
は
筆
者
。 

（
39
）
拙
稿
「
貞
慶
の
弥
陀
信
仰
再
考―
本
願
念
仏
臨
終
来
迎
論
と
報
化
二
土
一
体
同
処
論
に
よ
る
凡
入
報
土
の
展
開―

」
（
南
都
仏
教
第
九
三
号
）
を
参

照
の
こ
と
。 

（
40
）
法
相
論
義
「
一
仏
繋
属
」
の
現
存
短
釈
は
、
薬
師
寺
に
一
点
の
み
存
す
る
。
し
か
し
、
未
確
認
で
あ
る
。
『
尋
思
鈔
』
に
は
貞
慶
の
関
心
事
が
反
映

し
た
「
命
終
心
事
」
と
い
う
問
答
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
「
一
仏
繋
属
」
と
同
様
、
法
相
宗
の
恒
常
的
な
論
義
テ
ー
マ
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で

も
貞
慶
が
こ
だ
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
「
一
仏
繋
属
」
も
現
存
短
釈
の
数
か
ら
考
え
る
と
、
貞
慶
の
強
い
こ
だ
わ
り
を
感
じ
る
。 
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点
を
提
供
し
え
た
と
思
う
と
残
念
で
あ
る
。
な
お
、
私
は
当
初
「
奏
達
状
は
奏
状
の
草
稿
本
で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
て
い
た
が
、
『
円
光
大
師
行
状
画
図
』

（
『
絵
詞
伝
』
）
に
出
る
「
同
年
二
年
九
月
に
蜂
起
を
な
し
白
疏
を
さ
さ
ぐ
」
と
あ
る
点
が
実
に
不
可
解
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
『
奏
状
』
は
十
月
付

で
出
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
、
『
奏
達
状
』
の
奥
書
を
見
る
と
興
味
深
い
こ
と
に
、
「
絵
詞
伝
に
元
久
二
年
九
月
の
頃
、
興
福
寺
の
学
徒
、
白
疏
を

捧
ぐ
と
云
え
る
は
、
右
の
表
文
な
る
べ
し
」
と
い
う
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
新
倉
氏
の
見
解
も
加
味
す
る
と
、
「
今
一
つ
の
奏
状
」
の
可
能
性
を

検
討
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
論
文
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
「
草
稿
本
も
し
く
は
今
一
つ
の
奏
状
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
複
数
の
可
能
性
を
熟
慮

し
た
結
果
の
判
断
で
あ
っ
た
。
今
後
の
研
究
に
よ
っ
て
、
「
草
稿
本
」
か
「
今
一
つ
の
奏
状
」
か
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

（
25
）
拙
稿
「
龍
谷
大
学
図
書
館
禿
氏
文
庫
蔵
『
興
福
寺
奏
達
状
』
に
つ
い
て―

『
興
福
寺
奏
状
』
の
草
稿
本
も
し
く
は
今
一
つ
の
奏
状―

」
（
大
取
一
馬

編
『
典
籍
と
史
料
』
所
収
）
三
一
〇
頁
。 

（
26
）
同
三
一
一
頁
。
『
奏
達
状
』
で
は
「
言
」
で
あ
る
の
が
、
『
奏
状
』
で
は
「
云
」
に
な
っ
て
い
る
だ
け
の
改
変
で
あ
る
。
こ
ん
な
わ
ず
か
な
文
章
の

変
更
も
多
々
あ
り
、
貞
慶
本
人
の
変
更
と
し
か
思
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
両
書
の
差
異
を
詳
細
に
比
較
検
討
し
た
も
の
が
、
拙
稿
「
龍
谷
大
学
図
書
館
禿
氏

文
庫
蔵
『
興
福
寺
奏
達
状
』
に
つ
い
て―

『
興
福
寺
奏
状
』
の
草
稿
本
も
し
く
は
今
一
つ
の
奏
状―

」
（
大
取
一
馬
編
『
典
籍
と
史
料
』
所
収
）
で
あ
る
。

こ
の
点
か
ら
も
城
福
氏
の
「
改
竄
書
説
」
を
完
全
否
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
反
論
が
「
放
棄
」
さ
れ
て
い
る
。 

（
27
）
同
三
一
一
頁
。
黒
字
で
表
記
し
た
部
分
が
わ
ず
か
に
異
な
る
の
み
。
確
認
さ
れ
た
し
。 

（
28
）
同
三
一
二
頁
。 

（
29
）
同
三
一
三
頁
。 

（
30
）
大
正
八
三
・
一
三
九
・
中
。 

（
31
）
大
正
七
六
・
七
二
八
・
中
～
下
。
た
だ
し
、
『
心
石
集
』
所
収
の
『
魔
界
廻
向
法
語
』
と
対
校
し
て
一
部
修
正
し
た
上
で
訓
読
し
た
。
な
お
、
清
水

宥
聖
「
貞
慶
の
魔
界
意
識
を
め
ぐ
っ
て
」
に
大
正
大
学
図
書
館
蔵
『
心
石
集
』
「
魔
界
廻
向
法
語
」
の
翻
刻
が
、
す
で
に
な
さ
れ
て
い
る
。 

（
32
）
（
33
）
拙
稿
「
龍
谷
大
学
図
書
館
禿
氏
文
庫
蔵
『
興
福
寺
奏
達
状
』
に
つ
い
て―
『
興
福
寺
奏
』
の
草
稿
本
も
し
く
は
今
一
つ
の
奏
状―

」
（
大
取

一
馬
編
『
典
籍
と
史
料
』
所
収
）
三
一
九
頁
。
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こ
の
た
び
の
城
福
氏
の
研
究
ノ
ー
ト
を
読
ん
だ
率
直
な
感
想
で
あ
る
が
、
自
説
を
守
る
こ
と
に
汲
々
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
い
ま

だ
に
我
田
引
水
的
な
論
述
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
研
究
ノ
ー
ト
本
文
の
九
〇
頁
で
は
、
「
上
人
智
者
也
。
自
定
無
謗
法
心
歟
。
但
門
弟
之
中
、
其
実
難

知
。
至
愚
人
者
其
悪
不
少
」
を
引
い
て
「
法
然
擁
護
」
の
自
説
を
再
展
開
し
て
い
る
が
、
都
合
の
悪
い
「
根
本
枝
末
恐
皆
同
類
也
」
の
文
は
無
視
し
て
い
る
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
私
も
拙
稿
に
お
い
て
指
摘
・
論
証
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
も
っ
と
原
典
を
真
摯
に
熟
読
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
反
論
す
る
に
あ

た
っ
て
も
、
研
究
ノ
ー
ト
本
文
各
所
に
他
者
を
あ
げ
つ
ら
う
よ
う
な
表
現
が
見
ら
れ
、
残
念
で
あ
る
。
私
に
つ
い
て
も
、
注
記
に
お
い
て
「
筆
者
の
つ
け
た

分
類
名
を
用
い
、
禿
氏
文
庫
本
は
Ｂ
系
統
で
あ
る
と
し
、
題
が
興
福
寺
奏
達
状
と
な
っ
て
い
る
と
す
る
の
が
論
文
の
マ
ナ
ー
で
あ
る
」
（
一
〇
八
頁
）
と
城

福
氏
は
非
難
し
て
い
る
が
、
私
の
論
文
を
熟
読
し
て
も
ら
う
と
明
ら
か
な
よ
う
に
、
拙
稿
の
三
〇
二
頁
に
二
系
統
の
分
類
を
城
福
氏
が
す
で
に
行
な
っ
て
い

る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
し
、
城
福
氏
の
当
該
論
稿
名
も
ま
た
注
記
（
三
五
四
頁
）
に
お
い
て
明
示
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
城
福
氏
の
立
て
た
Ｂ
系
統
分

類
を
根
幹
か
ら
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
熟
読
し
て
ほ
し
い
。 

城
福
氏
は
「
自
己
の
新
説
」
に
こ
だ
わ
り
、
既
存
の
研
究
を
「
偏
見
」
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
が
、
し
か
し
す
べ
て
の
論
文
は
各
研
究
者
の
叡
知
に
よ
る

「
新
説
」
で
あ
る
と
、
私
は
思
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
が
出
る
方
が
、
研
究
は
活
性
化
す
る
。
ど
の
説
が
正
し
い
か
否
か
は
、
後
進
の
研
究
者
の
判
断
に
ま

か
せ
れ
ば
よ
い
と
常
々
、
私
は
思
っ
て
い
る
。
城
福
氏
は
一
九
九
一
年
の
最
初
の
論
稿
か
ら
一
九
九
五
年
・
一
九
九
六
年
・
一
九
九
八
年
・
一
九
九
九
年
・

二
〇
一
三
年
、
そ
し
て
こ
の
度
の
二
〇
一
五
年
の
研
究
ノ
ー
ト
ま
で
、
『
興
福
寺
奏
状
』
に
関
す
る
七
編
の
論
稿
を
世
に
示
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
残
念
な

こ
と
に
同
じ
見
解
を
、
紙
面
を
変
え
て
繰
り
返
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
つ
ま
で
も
過
去
の
研
究
に
執
わ
れ
て
自
説
を
守
る
こ
と
に
汲
々
と
す
る
の

で
は
な
く
、
新
た
な
資
料
を
も
と
に
し
た
新
た
な
知
見
を
示
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
私
へ
の
批
判
の
末
尾
に
「
香
川
大
学
図
書
館

所
蔵
本
」
の
存
在
を
上
げ
て
い
る
か
ら
、
ぜ
ひ
近
々
に
そ
れ
を
も
と
に
し
た
新
規
の
知
見
を
提
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
か
つ
て
は
城
福
氏
も
行
な
っ
て
い

た
「
地
道
な
研
究
を
も
と
と
し
た
す
ぐ
れ
た
知
見
の
発
揮
」
の
再
開
を
心
よ
り
願
う
も
の
で
あ
る
。 

（
24
）
『
奏
達
状
』
か
ら
『
奏
状
』
へ
の
改
変
に
つ
い
て
、
か
つ
て
故
新
倉
和
文
氏
と
共
に
検
討
し
て
い
た
際
、
新
倉
氏
は
後
鳥
羽
院
の
影
響
を
あ
げ
て
い

た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
関
連
す
る
記
述
が
新
倉
氏
の
論
文
「
蔵
俊
に
よ
る
天
台
一
乗
批
判
の
展
開
」
（
南
都
仏
教
第
九
五
号
）
の
一
三
三
頁
に
出
る
。
こ
こ

で
、
新
倉
氏
は
蔵
俊
が
法
然
門
下
に
な
っ
た
こ
と
も
合
わ
せ
て
指
摘
し
て
お
り
、
存
命
で
あ
れ
ば
『
興
福
寺
奏
状
』
に
つ
い
て
の
現
在
の
論
争
に
新
た
な
視
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で
は
二
系
統
を
示
し
な
が
ら
、
Ｂ
系
統
本
の
「
内
容
」
に
つ
い
て
は
三
点
の
疑
念
を
あ
げ
た
の
み
で
終
っ
て
い
る
（
三
点
の
疑
念
に
つ
い
て
は
す
で
に
拙
稿

に
お
い
て
論
破
し
て
い
る
）
。
そ
し
て
、
一
九
九
五
年
と
一
九
九
六
年
に
二
点
の
論
稿
が
追
加
発
表
さ
れ
て
後
、
「
内
容
が
改
竄
さ
れ
た
『
興
福
寺
奏
状
』

の
異
本
に
つ
い
て
」
（
印
度
学
仏
教
学
研
究
第
四
六
巻
第
二
号
・
一
九
九
八
年
）
が
出
る
。
こ
こ
で
初
め
て
城
福
氏
は
、
Ｂ
系
統
本
（
実
は
奏
達
状
）
を
改

竄
書
で
あ
る
と
決
め
つ
け
、
論
理
構
築
を
行
な
っ
て
い
く
。
研
究
ノ
ー
ト
本
文
で
城
福
氏
は
、
「
『
興
福
寺
奏
状
』
を
め
ぐ
っ
て
の
多
く
の
説
は
先
入
観
と

偏
見
、
根
拠
の
な
い
決
め
つ
け
に
よ
る
誤
っ
た
所
論
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
（
九
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
『
奏
達
状
』
を
改
竄
書
と
決
め
つ
け
る
こ

と
も
ま
た
、
偏
見
で
は
な
か
ろ
う
か
。
二
つ
の
内
容
の
異
な
っ
た
書
物
が
あ
る
と
い
う
現
実
を
前
に
、
「
改
竄
書
か
も
知
れ
な
い
」
「
草
稿
本
か
も
知
れ
な

い
」
と
い
う
二
つ
の
可
能
性
を
検
討
し
た
上
で
、
論
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
と
、
残
念
に
思
う
。
私
は
、
城
福
氏
の
改
竄
説
を
熟
読
し
た
上
で
、

も
う
一
方
の
「
草
稿
本
で
は
な
い
か
」
と
い
う
仮
説
を
立
て
、
論
証
し
た
。
な
ぜ
そ
の
仮
説
を
立
て
た
か
と
い
え
ば
、
貞
慶
の
思
想
研
究
を
す
る
中
で
、
『
奏

達
状
』
の
方
が
貞
慶
の
対
法
然
観
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。 

貞
慶
の
信
仰
は
、
明
ら
か
に
法
相
教
学
を
基
盤
に
す
え
た
思
想
を
も
と
に
展
開
し
て
い
る
。
貞
慶
自
身
に
も
弥
陀
浄
土
信
仰
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
断
念
し

た
上
で
の
『
心
要
鈔
』
の
撰
述
。
そ
の
『
心
要
鈔
』
の
中
に
も
、
法
然
浄
土
教
へ
の
批
判
が
随
所
に
見
ら
れ
た
。
『
安
養
報
化
』
（
上
人
御
草
）
『
発
心
講

式
』
『
心
要
鈔
』
等
を
見
る
限
り
、
明
ら
か
に
両
者
の
主
張
は
根
幹
的
に
異
な
っ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
点
で
は
、
故
新
倉
和
文
氏
と
も
見

解
が
一
致
し
て
い
た
（
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
八
号
に
収
録
さ
れ
て
い
る
新
倉
論
文
「
貞
慶
の
阿
弥
陀
信
仰
と
『
発
心
講
式
』
」
等

に
も
出
る
）
。
そ
し
て
、
法
然
の
専
修
念
仏
義
が
結
局
は
「
法
滅
」
を
も
た
ら
す
と
い
う
点
で
、
貞
慶
は
専
修
念
仏
の
持
つ
「
魔
」
の
部
分
を
き
び
し
く
批

判
し
た
。
そ
れ
が
『
奏
達
状
』
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
『
奏
状
』
で
あ
っ
た
。
城
福
氏
に
欠
け
て
い
る
の
は
、
貞
慶
の
思
想
研
究
で
あ
る
。
貞
慶
に
「
魔
界
思

想
」
の
あ
っ
た
こ
と
を
城
福
氏
は
知
る
べ
き
で
あ
る
（
拙
稿
「
貞
慶
の
菩
薩
種
姓
自
覚
の
理
論
と
仏
道
観―

新
資
料
『
法
相
宗
大
意
名
目
』
な
ら
び
に
『
心

要
鈔
』
等
を
中
心
と
し
て
ー
」
龍
谷
大
学
論
集
第
四
七
九
号
に
詳
述
）
。
研
究
ノ
ー
ト
の
本
文
（
九
八
～
一
〇
六
頁
）
に
「
破
戒
を
宗
と
な
す
」
あ
り
方
に

つ
い
て
の
城
福
説
が
再
び
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
貞
慶
の
「
魔
界
思
想
」
に
ま
で
は
及
ん
で
い
な
い
。
貞
慶
の
『
魔
界
廻
向
事
』
（
『
魔
界
廻
向
法

語
』
）
を
読
め
ば
明
ら
か
で
あ
る
が
、
貞
慶
の
真
意
は
「
魔
界
・
魔
風
」
に
よ
る
「
法
滅
」
を
嘆
く
点
に
あ
る
。
城
福
氏
の
論
考
に
問
題
が
あ
る
の
は
、
自

説
へ
の
執
着
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
貞
慶
の
思
想
を
ま
っ
た
く
吟
味
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
点
で
あ
ろ
う
。
非
常
に
残
念
で
あ
る
。
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で
あ
る
と
い
い
、
私
を
剽
窃
者
と
批
判
し
た
人
物
で
あ
る
。
論
文
と
は
と
て
も
言
い
難
い
罵
詈
雑
言
の
雑
文
で
あ
り
、
多
数
の
反
論
証
拠
を
も
と
に
、
名
誉

棄
損
で
訴
え
る
準
備
も
し
て
い
た
が
、
あ
る
方
に
止
め
ら
れ
、
断
念
し
た
経
緯
が
あ
る
（
そ
れ
ら
の
証
拠
物
件
は
今
も
手
元
に
保
管
さ
れ
て
い
る
）
。
そ
こ

で
、
こ
の
と
き
私
は
「
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
に
お
け
る
仏
果
障
義
と
『
成
唯
識
論
同
学
鈔
』
」
（
二
〇
〇
四
年
刊
の
龍
谷
大
学
論
集
第
四
六
三
号
、
同
文
が

同
年
刊
の
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
三
号
に
転
載
さ
れ
た
）
と
題
す
る
論
文
を
発
表
し
、
そ
の
注
記
に
お
い
て
複
数
頁
の
反
論
文
を
掲

載
し
、
氏
に
送
付
し
た
。
し
か
し
、
い
ま
だ
に
何
の
反
論
も
な
い
。
こ
の
度
の
氏
の
論
稿
を
見
て
い
る
と
、
私
が
発
表
し
た
『
龍
谷
大
学
図
書
館
禿
氏
文
庫

蔵
『
興
福
寺
奏
達
状
』
に
つ
い
て―

『
興
福
寺
奏
状
』
の
草
稿
本
も
し
く
は
今
一
つ
の
「
奏
状
」―

」
の
論
述
に
対
し
て
も
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず

の
反
論
が
す
べ
て
「
放
棄
」
さ
れ
て
い
る
。
私
の
論
文
が
、
『
奏
達
状
』
を
改
竄
書
で
あ
る
と
す
る
城
福
説
を
全
面
的
に
否
定
し
た
も
の
で
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
で
あ
る
。 

城
福
氏
の
唯
一
の
反
論
が
、
『
興
福
寺
奏
状
』
に
は
Ａ
系
統
と
Ｂ
系
統
が
あ
る
と
し
た
城
福
説
の
分
類
方
法
を
そ
の
ま
ま
用
い
な
が
ら
、
「
Ｂ
系
統
本
を

そ
の
ま
ま
奏
達
状
系
と
名
前
の
み
変
え
て
自
説
に
し
て
発
表
し
て
い
る
」
（
前
掲
ノ
ー
ト
の
一
〇
八
頁
）
と
非
難
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
城
福
氏
は
、

「
興
福
寺
奏
達
状
が
な
ぜ
本
来
の
正
し
い
名
な
の
か
論
証
し
て
い
な
い
」
と
い
う
。
し
か
し
、
城
福
氏
的
に
反
論
す
れ
ば
、
「
そ
れ
は
私
の
論
文
を
熟
読
し

て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
な
る
。
そ
も
そ
も
、
城
福
氏
の
説
よ
り
す
れ
ば
作
成
さ
れ
た
奏
状
は
一
つ
だ
け
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
「
Ｂ
系
統
」
な
る
も
の

を
設
定
す
る
こ
と
自
体
に
問
題
が
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
Ｂ
系
統
な
る
も
の
の
中
に
『
興
福
寺
奏
達
状
』
の
名
を
持
つ
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
城
福

氏
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
私
が
行
な
っ
た
よ
う
な
書
誌
学
的
検
証
を
行
な
う
べ
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
氏
は
全
六
編
の
論
稿
に
お
い
て
、
『
奏
達
状
』
の

名
を
一
度
も
出
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
研
究
者
と
し
て
、
極
め
て
不
適
切
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
龍
谷
大
学
が
昭
和
三
年
一
月
に
作
成
し
た
『
龍

谷
大
学
和
漢
書
分
類
目
録
』
の
七
六
九
頁
に
は
す
で
に
、
三
点
の
「
興
福
寺
奏
状
」
（
写
本
）
と
並
ん
で
、
「
興
福
寺
奏
達
状
」
（
写
本
）
の
名
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
禿
氏
文
庫
本
以
外
の
『
奏
達
状
』
で
あ
り
、
禿
氏
文
庫
本
の
写
本
の
可
能
性
も
高
い
の
で
検
証
中
で
あ
る
が
、
重
要
な
こ

と
は
研
究
者
が
『
奏
達
状
』
の
存
在
を
知
る
手
が
か
り
が
す
で
に
提
示
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
城
福
氏
は
研
究
ノ
ー
ト
の
本

文
に
お
い
て
、
写
本
研
究
の
重
要
性
を
指
摘
し
な
が
ら
、
『
奏
達
状
』
の
検
討
を
疎
か
に
し
た
。 

城
福
氏
の
論
稿
を
順
次
見
て
い
く
と
、
最
初
の
論
稿
で
あ
る
「
『
興
福
寺
奏
状
』
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
『
仏
教
学
研
究
』
第
四
七
号
・
一
九
九
一
年
）
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の
六
十
頁
に
出
る
。
な
お
、
法
然
が
一
仏
繋
属
を
論
証
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。 

（
6
）
大
正
六
六
・
五
九
三
・
上
。 

（
7
）
大
正
六
六
・
五
九
三
・
上
～
中
。 

（
8
）
大
正
二
六
・
三
二
七
・
上
。 

（
9
）
大
正
三
一
・
五
八
・
下
。 

（
10
）
大
正
四
五
・
三
六
九
・
上
。 

（
11
）
大
正
三
八
・
一
〇
三
〇
下
～
一
〇
三
一
上
。 

（
12
）
大
正
四
三
・
九
七
八
・
上
。 

（
13
）
大
正
六
六
・
五
九
三
下
・
五
九
五
中
。 

（
14
）
大
谷
大
学
所
蔵
。
未
翻
刻
。
近
々
に
出
す
別
稿
の
翻
刻
を
参
照
さ
れ
た
し
。 

（
15
）
拙
稿
「
貞
慶
の
弥
陀
信
仰
再
考―

本
願
念
仏
臨
終
来
迎
論
と
報
化
二
土
一
体
同
処
論
に
よ
る
凡
入
報
土
の
展
開―

」
（
南
都
仏
教
第
九
三
号
）
、
同

「
貞
慶
の
菩
薩
種
姓
自
覚
の
理
論
と
仏
道
観―

新
資
料
『
法
相
宗
大
意
名
目
』
な
ら
び
に
『
心
要
鈔
』
等
を
中
心
と
し
て―

」
（
龍
谷
大
学
論
集
第
四
七
九

号
）
、
拙
著
『
心
要
鈔
講
読
』
（
永
田
文
昌
堂
）
等
。 

（
16
）
～
（
21
）
東
大
寺
図
書
館
蔵
。
未
翻
刻
。
近
々
に
出
す
別
稿
の
翻
刻
を
参
照
さ
れ
た
し
。 

（
22
）
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
。
未
翻
刻
。
近
々
に
出
す
別
稿
の
翻
刻
を
参
照
さ
れ
た
し
。 

（
23
）
拙
稿
「
龍
谷
大
学
図
書
館
禿
氏
文
庫
蔵
『
興
福
寺
奏
達
状
』
に
つ
い
て―

『
興
福
寺
奏
状
』
の
草
稿
本
も
し
く
は
今
一
つ
の
奏
状―

」
（
大
取
一
馬

編
『
典
籍
と
史
料
』
所
収
）
。
な
お
、
『
仏
教
史
学
研
究
』
第
五
七
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
二
十
五
日
刊
）
に
「
研
究
ノ
ー
ト
」
と
し
て
掲
載
さ
れ

た
城
福
雅
伸
氏
の
「
『
興
福
寺
奏
状
』
は
何
を
問
題
に
し
た
訴
状
な
の
か
ー
平
雅
行
氏
の
批
判
に
答
え
、
そ
の
「
破
綻
論
」
の
破
綻
を
論
ず
ー
」
の
注
記
に

お
い
て
筆
者
へ
の
批
判
も
あ
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
私
見
を
示
し
た
い
。 

城
福
氏
は
か
つ
て
『
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
号
（
二
〇
〇
三
年
刊
）
に
お
い
て
、
自
ら
を
「
同
学
鈔
研
究
の
パ
イ
オ
ニ
ア
」
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が
、
し
か
し
「
五
逆
愚
迷
」
の
自
己
を
真
摯
に
見
つ
め
た
と
き
、
断
腸
の
思
い
で
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
ん
な
貞
慶
と
は

異
な
り
、
法
然
は
ど
ん
な
愚
か
な
者
で
も
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え
れ
ば
、
三
界
出
過
の
勝
れ
た
報
土
に
往
生
で
き
る
と
説
い
た
。
こ
れ
は
と
う
て
い
、
貞

慶
の
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。 

 

法
然
は
弥
陀
の
本
願
を
絶
対
的
な
依
り
ど
こ
ろ
と
し
て
弥
陀
一
仏
へ
の
帰
依
（
一
仏
繋
属
）
を
鮮
明
に
し
た
が
、
貞
慶
は
「
五
逆
愚
迷
」
の
自
己
を
見
つ

め
て
極
楽
往
生
を
断
念
し
、
三
阿
僧
祇
劫
の
間
に
諸
仏
に
歴
事
す
る
（
多
仏
繋
属
）
あ
り
方
を
正
統
な
る
も
の
と
し
て
受
け
止
め
、
最
終
的
に
は
、
よ
り
往

き
や
す
い
観
音
の
補
陀
落
浄
土
へ
の
往
生
を
願
っ
た
。
そ
し
て
、
元
久
二
年
に
依
頼
を
受
け
て
『
奏
達
状
』
お
よ
び
改
定
版
の
『
奏
状
』
を
執
筆
す
る
際
に

は
、
「
専
修
念
仏
の
邪
義
」
は
本
願
の
あ
り
方
を
見
誤
っ
た
法
然
の
「
一
仏
繋
属
」
に
問
題
の
根
幹
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
「
凡
入
報
土
」
「
魔
界
法
滅
」
等

の
悪
し
き
あ
り
方
が
生
じ
た
と
の
認
識
の
も
と
、
あ
の
九
箇
条
の
論
難
を
構
築
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
根
底
に
あ
る
も
の
は
本
願
解
釈
の
相
違
で
あ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
し
か
し
実
際
の
法
然
浄
土
教
批
判
の
教
学
的
核
心
は
、
ま
さ
し
く
今
回
取
り
上
げ
た
論
義
「
一
仏
繋
属
」
に
あ
っ
た
と
い

っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。
（
40
） 

 

【
註
】 

（
1
）
拙
稿
「
貞
慶
の
弥
陀
信
仰
再
考―

本
願
念
仏
臨
終
来
迎
論
と
報
化
二
土
一
体
同
処
論
に
よ
る
凡
入
報
土
の
展
開―

」
（
南
都
仏
教
第
九
三
号
）
、
拙

著
『
心
要
鈔
講
読
』
（
永
田
文
昌
堂
）
等
。 

（
2
）
東
大
寺
蔵
。
『
南
都
仏
教
』
第
九
二
号
の
故
新
倉
和
文
氏
「
貞
慶
著
『
観
世
音
菩
薩
感
應
抄
』
の
翻
刻
並
び
に
作
品
の
意
義
に
つ
い
て
」
の
翻
刻
文

の
二
二
頁
。
今
回
の
訓
読
は
筆
者
。 

（
3
）
拙
稿
「
貞
慶
撰
『
安
養
報
化
』
（
上
人
御
草
）
の
翻
刻
読
解
研
究
」
（
南
都
仏
教
九
五
号
）
。 

（
4
）
拙
稿
「
龍
谷
大
学
図
書
館
禿
氏
文
庫
蔵
『
興
福
寺
奏
達
状
』
に
つ
い
て―
『
興
福
寺
奏
状
』
の
草
稿
本
も
し
く
は
今
一
つ
の
奏
状―

」
（
大
取
一
馬

編
『
典
籍
と
史
料
』
所
収
）
。 

（
5
）
新
倉
「
大
原
談
義
の
成
立
事
情―

後
白
河
院
、
平
家
の
鎮
魂
の
た
め
に
論
義
を
開
く―
」
（
『
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
仏
教
文
化
研
究
紀
要
』
第
十
号
）
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勝
を
置
き
て
劣
を
取
ら
ん
哉
。
（
36
） 

と
あ
る
よ
う
に
、
な
る
ほ
ど
「
称
名
に
勝
る
観
念
」
の
あ
り
方
を
提
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
末
尾
に
は
「
如
来
の
本
願
、
寧
ぞ
勝
を
置
き
て
劣
を
取

ら
ん
哉
」
と
結
ん
で
お
り
、
貞
慶
の
法
然
に
対
す
る
批
判
の
根
元
に
は
「
弥
陀
の
本
願
」
に
対
す
る
見
解
の
相
違
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
ま
た
、
典
型
的
に
出
る
の
が
「
凡
入
報
土
の
難
」
で
あ
る
。 

 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
何
度
も
論
証
し
て
き
た
の
で
詳
述
は
さ
け
る
が
、
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）
に
撰
述
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
心
要
鈔
』
第
八
覚
母

門
の
解
疑
段
に
出
る
次
の
言
葉
を
紹
介
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、 

此
く
の
如
き
の
人
、
臨
終
に
自
ら
仏
号
を
唱
え
て
、
数
さ
く
十
返
を
過
ぐ
る
に
、
定
ん
で
三
界
を
過
ぎ
て
浄
土
に
生
ず
べ
き
や
否
や
。
他
人
を
ば
知
ら

ず
。
己
に
於
い
て
は
信
じ
難
し
。
愚
か
度
ら
い
の
如
き
者
は
、
多
く
人
天
に
生
ず
べ
し
。
宿
習
力
の
故
に
、
重
ね
て
善
縁
に
値
い
て
、
漸
く
勝
心
を
発

し
て
、
二
三
生
等
に
宿
願
を
果
た
し
遂
げ
ん
。
是
れ
猶
し
勝
事
な
り
。
（
37
） 

と
。
『
心
要
鈔
』
に
も
随
所
に
法
然
浄
土
教
へ
の
批
判
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
貞
慶
は
「
三
界
を
出
過
し
た
勝
れ
た
浄
土
に
愚
か
な
凡
夫
は
往
生
で
き
な

い
」
こ
と
を
明
確
に
示
し
た
後
、
「
二
三
生
等
に
宿
願
を
果
た
し
遂
げ
ん
と
す
る
勝
事
」
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
二
三
生
云
々
」
に
つ
い
て
は
建
久

三
年
（
一
一
九
二
）
撰
述
の
『
発
心
講
式
』
の
奥
書
に
、 

但
だ
世
尊
の
恩
に
依
り
、
慈
氏
の
化
を
受
け
、
知
足
天
上
の
安
養
浄
土
院
に
於
い
て
、
且
ら
く
弥
陀
に
奉
持
せ
ん
と
す
。
慈
尊
一
代
の
末
た
る
円
寂
雙

林
の
暮
に
、
長
く
極
楽
に
生
じ
、
不
退
転
に
至
ら
ん
。
愚
意
を
も
て
望
む
所
は
、
蓋
し
以
て
此
の
如
し
。
（
38
） 

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
今
生
の
娑
婆
世
界
か
ら
知
足
天
上
の
安
養
浄
土
院
」
、
「
安
養
浄
土
院
か
ら
慈
尊
下
生
時
の
娑
婆
世
界
」
、
「
娑
婆
世
界
（
円
寂

雙
林
）
か
ら
極
楽
浄
土
」
へ
と
順
次
に
生
を
進
め
る
「
二
三
生
等
往
生
」
の
次
第
が
「
愚
意
の
所
望
」
と
し
て
、
ま
ご
う
こ
と
な
く
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
『
安
養
報
化
』
で
理
論
化
さ
れ
た
「
極
速
三
生
」
に
よ
る
最
も
速
い
貞
慶
独
特
の
「
凡
入
報
土
」
論
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
要
す
る
に
、
一
阿
僧
祇
劫
と
い

う
長
い
時
間
を
か
け
な
い
と
阿
弥
陀
仏
の
報
土
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
法
相
教
学
の
持
つ
大
き
な
壁
を
貞
慶
が
打
ち
崩
し
た
理
論
で
あ
っ
た

と
い
っ
て
よ
い
。
（
39
） 

 

弥
陀
の
本
願
を
殊
勝
の
も
の
と
し
て
受
け
止
め
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
も
可
能
だ
と
し
て
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
へ
の
往
生
を
欣
求
し
た
貞
慶
で
あ
っ
た
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以
上
の
よ
う
に
、
『
奏
達
状
』
『
奏
状
』
と
も
に
法
然
の
説
き
勧
め
た
「
弥
陀
一
仏
帰
依
」
（
一
仏
繋
属
）
が
諸
悪
の
根
源
的
な
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
を

指
摘
し
、
き
び
し
く
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
法
相
論
義
「
一
仏
繋
属
」
に
お
い
て
貞
慶
が
徹
底
し
て
一
仏
繋
属
を
否
定
し
、
多
仏
繋
属
を
主

張
し
た
理
由
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

五 

む
す
び 

  

貞
慶
教
学
と
法
然
教
学
の
相
違
を
把
握
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
な
ぜ
貞
慶
が
法
然
を
批
判
し
た
か
の
真
の
理
由
は
見
え
て
こ
な
い
。
か
つ
て
の
諸
研
究
で

は
、
法
然
教
学
の
視
点
か
ら
の
み
論
じ
ら
れ
、
貞
慶
教
学
か
ら
の
視
点
が
欠
如
し
て
い
た
。
ま
た
、
貞
慶
と
法
然
の
教
学
的
相
違
は
「
念
仏
」
に
あ
る
と
い

う
こ
と
ば
か
り
が
言
わ
れ
た
。
要
す
る
に
、
貞
慶
は
「
観
勝
称
劣
」
主
義
に
あ
り
、
本
願
の
称
名
念
仏
を
説
く
法
然
教
学
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
説

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
事
実
に
反
す
る
見
解
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
貞
慶
も
ま
た
前
半
生
、
熱
心
な
西
方
願
生
者
で
あ
り
、
阿
弥
陀

仏
の
本
願
や
浄
土
・
念
仏
に
対
し
て
深
い
知
識
を
有
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
（
35
）

そ
の
こ
と
は
、
『
安
養
報
化
』
（
上
人
御
草
）
な
ら
び
に
『
心
要
鈔
』

を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
観
点
よ
り
『
奏
状
』
第
七
条
を
見
る
と
、 

先
ず
所
念
の
仏
に
於
い
て
、
名
あ
り
体
あ
り
。
其
の
体
の
中
に
事
あ
り
理
あ
り
。
次
に
能
念
の
相
に
つ
い
て
、
或
は
口
称
あ
り
或
は
心
念
あ
り
。
彼
の

心
念
の
中
に
或
は
繋
念
あ
り
或
は
観
念
あ
り
。
彼
の
観
念
の
中
に
散
位
よ
り
定
位
に
至
る
あ
り
、
有
漏
よ
り
無
漏
に
及
ぶ
あ
り
。
浅
深
重
々
に
し
て
前

は
劣
、
後
は
勝
な
り
。
然
れ
ば
口
に
名
号
を
唱
う
る
は
、
観
に
あ
ら
ず
定
に
あ
ら
ず
。
是
れ
念
仏
の
中
の
麁
な
り
浅
な
り
。
（
中
略
）
爰
に
専
修
、
此

の
如
き
の
難
を
蒙
む
る
の
時
、
万
事
を
顧
み
ず
、
只
だ
一
言
に
て
答
え
ん
。
是
れ
弥
陀
の
本
願
に
四
十
八
あ
り
、
念
仏
往
生
は
第
十
八
願
な
り
と
。
何

ぞ
爾
か
許
す
大
願
を
隠
し
て
、
唯
だ
一
種
を
以
て
本
願
と
号
せ
ん
哉
。
彼
の
一
願
に
付
い
て
乃
至
十
念
と
は
、
其
の
最
下
を
挙
ぐ
る
な
り
。
観
念
を
以

て
本
と
為
し
、
下
は
口
称
に
及
ぶ
。
多
念
を
以
て
先
と
為
し
、
十
念
を
捨
て
ず
。
是
れ
大
悲
の
至
っ
て
深
く
、
仏
力
の
尤
も
大
な
る
な
り
。
其
の
導
き

易
く
生
じ
易
き
は
、
観
念
な
り
、
多
念
な
り
。
こ
れ
に
よ
り
観
経
に
云
く
、
若
し
人
苦
の
迫
り
て
念
仏
を
得
ざ
れ
ば
、
応
に
無
量
寿
仏
と
称
す
べ
し
と

云
々
。
既
に
称
名
の
外
に
念
仏
の
言
あ
り
。
知
ん
ぬ
、
其
の
念
仏
と
は
是
れ
心
念
な
り
、
観
念
な
り
。
彼
の
勝
劣
両
種
の
中
に
、
如
来
の
本
願
、
寧
ぞ
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昔
は
智
力
を
以
て
法
城
を
守
れ
り
。
今
は
何
ぞ
其
の
怨
讎
と
為
ら
ん
。
哀
し
き
哉
、
凡
夫
の
心
は
掌
を
変
ず
と
雖
も
、
何
れ
の
日
に
か
何
れ
の
生
に
か

方
に
不
退
に
住
せ
ん
。
大
象
の
尾
の
窓
に
拘
わ
り
、
師
子
の
虫
の
身
を
食
し
め
ん
も
、
蓋
し
此
の
謂
い
か
。
（
31
） 

と
い
い
、
顕
密
修
学
・
有
徳
有
功
の
者
た
ち
が
魔
界
に
堕
ち
る
と
、
か
え
っ
て
仏
法
に
讎
を
な
す
こ
と
に
な
る
と
論
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
文
を
見
る
か
ぎ

り
中
古
の
有
徳
を
引
い
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
念
頭
に
あ
っ
た
存
在
は
法
然
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
明
ら
か
に
な
る
の
が
、
『
奏
達
状
』

な
ら
び
に
『
奏
状
』
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
奏
達
状
』
第
八
条
に
は
、 

専
修
は
「
圍
碁
・
雙
六
は
専
修
に
乖
か
ず
。
女
に
耽
け
り
肉
を
食
す
る
も
の
も
往
生
は
妨
げ
ず
。
末
世
の
持
戒
は
是
れ
市
中
の
虎
な
り
」
と
言
う
は
、

噫
あ
特
に
戦
慄
す
べ
き
者
な
り
。
（
中
略
）
彼
の
麁
毒
の
如
き
、
若
し
国
土
に
流
れ
衍
び
こ
る
こ
と
有
ら
ば
、
則
わ
ち
是
れ
正
法
の
怨
讐
、
焉
れ
に
逾

え
る
も
の
莫
し
。
（
中
略
）
魔
風
、
日
に
熾
か
ん
。
専
修
の
僧
尼
，
都
鄙
に
徘
徊
し
、
北
陸
・
東
海
、
充
満
せ
ざ
る
莫
し
。
斯
の
時
に
当
た
り
、
緊
び

し
く
勅
宣
を
垂
れ
て
以
て
過
を
禁
じ
ざ
れ
ば
、
則
わ
ち
群
国
、
皆
、
魔
民
に
陥
ん
。
天
奏
の
趣
、
純
ら
此
に
存
り
。
（
32
） 

と
い
い
、
ま
た
『
奏
状
』
第
八
条
で
も
、 

専
修
の
云
く
「
圍
碁
・
双
六
は
専
修
に
乖
か
ず
。
女
犯
肉
食
は
往
生
を
妨
げ
ず
。
末
世
の
持
戒
は
市
中
の
虎
な
り
」
と
。
恐
る
可
し
悪
む
可
し
。
若
し

人
、
罪
を
怖
れ
、
悪
を
憚
ら
ば
、
仏
を
憑
ま
ざ
る
の
人
な
り
と
。
此
の
如
き
麁
言
、
国
土
に
流
布
す
。
（
中
略
）
剰
え
破
戒
を
ば
宗
と
為
し
、
道
俗
の

心
に
叶
う
。
仏
法
の
滅
す
る
縁
、
此
れ
よ
り
大
な
る
は
無
し
。
洛
辺
近
国
、
猶
し
以
て
尋
常
な
り
。
北
陸
東
海
等
の
諸
国
に
至
っ
て
は
、
専
修
の
僧
尼
、

盛
ん
に
此
の
言
を
以
て
す
と
云
々
。
勅
宣
な
ら
ざ
る
よ
り
は
、
争
で
か
禁
遏
す
る
こ
と
を
得
ん
。
奏
聞
の
趣
、
専
ら
此
れ
等
に
在
る
か
。
（
33
） 

と
述
べ
、
専
修
念
仏
の
教
え
が
「
正
法
の
怨
讐
」
「
魔
風
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、
「
仏
法
の
滅
す
る
縁
」
で
あ
る
か
ら
、
群
国
の
民
が
魔
民
に
陥
ち
な
い
よ

う
に
と
「
禁
遏
」
を
求
め
て
上
奏
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
禁
遏
の
対
象
と
な
っ
た
「
魔
風
」
に
つ
い
て
『
奏
達
状
』
な
ら
び
に
『
奏
状
』
の
第

九
条
に
は
、 

沙
門
源
空
の
専
修
念
仏
の
邪
義
。
（
『
奏
達
状
』
） 

沙
門
源
空
の
専
修
念
仏
の
宗
義
。
（
『
奏
状
』
）
（
34
） 

と
や
や
表
現
は
異
な
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
法
然
の
名
前
が
名
指
し
で
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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念
仏
の
輩
、
永
ら
く
神
明
を
別
と
す
。
権
化
実
類
を
論
ぜ
ず
、
宗
廟
大
社
を
憚
ら
ず
。
若
し
神
明
を
牒
せ
ば
必
ず
魔
界
に
堕
つ
と
、
云
々
。
（
『
奏
状
』
）

（
29
） 

と
あ
る
よ
う
に
、
専
修
念
仏
の
人
々
が
先
に
、
「
神
々
を
拝
す
る
こ
と
は
魔
界
に
堕
ち
る
所
行
で
あ
る
」
と
謗
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

「
魔
界
」
と
は
、
聖
道
を
歩
む
者
た
ち
が
時
と
し
て
堕
ち
る
世
界
で
あ
り
、
真
摯
な
行
者
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
か
え
っ
て
仏
法
に
仇
な
す
存
在
に
な
る

と
い
う
。
聖
道
門
の
行
者
を
謗
る
こ
の
よ
う
な
妄
言
が
生
じ
た
背
景
に
は
、
根
本
的
に
法
然
の
「
弥
陀
一
仏
帰
依
」
（
一
仏
繋
属
）
の
思
想
の
あ
っ
た
こ
と

は
歴
然
と
し
て
い
る
が
、
法
然
自
身
に
「
聖
道
を
歩
む
人
た
ち
」
を
進
ん
で
貶
め
る
よ
う
な
思
い
が
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
お
そ
ら
く
は
、
魔
界
に
対
す

る
法
然
の
解
釈
を
誤
解
も
し
く
は
曲
解
し
た
結
果
の
言
辞
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
法
然
の
「
魔
界
」
に
関
す
る
記
述
例
を
調
べ
て
み
る

と
、
弥
陀
の
来
迎
を
解
釈
す
る
に
あ
た
っ
て
、
次
の
よ
う
な
文
言
が
『
黒
谷
上
人
語
燈
録
』
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、 

ま
た
、
魔
事
を
対
治
せ
ん
が
為
の
来
迎
と
い
う
は
、
古
え
に
曰
く
、
道
の
高
け
れ
ば
魔
も
高
し
。
仏
道
修
行
に
必
ず
魔
障
の
難
あ
り
。
真
言
宗
の
中
に

云
く
、
誓
心
決
定
せ
ば
魔
宮
振
動
す
と
。
天
台
止
観
四
種
三
昧
を
修
行
せ
ば
、
十
種
の
境
界
の
発
す
る
中
、
魔
境
の
来
た
る
と
云
う
。
ま
た
、
菩
薩
の

三
祇
百
劫
の
修
行
の
既
に
成
っ
て
正
覚
を
唱
え
る
時
、
魔
王
の
来
た
り
て
種
々
の
障
礙
を
至
す
。
何
に
況
ん
や
凡
夫
具
縛
の
行
者
は
往
生
の
行
業
を
修

す
と
雖
も
、
魔
障
を
対
治
せ
ざ
れ
ば
、
往
生
の
素
懐
を
遂
げ
る
こ
と
難
き
な
り
。
然
る
に
阿
弥
陀
如
来
は
、
無
数
の
化
仏
菩
薩
と
囲
繞
し
て
、
光
明
赫

奕
と
し
て
行
者
の
前
に
現
ず
。
此
の
時
、
魔
群
、
近
前
に
障
礙
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
然
ば
則
ち
、
来
迎
引
接
は
、
魔
障
を
対
治
せ
ん
が
為
な
り
。
（
30
） 

と
。
こ
れ
を
見
る
と
法
然
は
、
真
言
宗
・
天
台
宗
・
法
相
宗
（
三
祇
の
修
行
）
の
人
師
が
仏
道
修
行
を
す
る
際
に
し
ば
し
ば
「
魔
障
」
に
襲
わ
れ
る
こ
と
を

指
摘
し
た
上
で
、
阿
弥
陀
仏
の
来
迎
は
「
魔
障
」
を
よ
く
対
治
す
る
も
の
で
あ
る
と
説
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
を
誤
解
も
し
く
は
曲
解
す
れ
ば
、

「
聖
道
門
の
修
行
は
魔
界
に
堕
ち
る
行
で
あ
る
」
と
い
う
妄
言
も
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

 

『
奏
達
状
』
お
よ
び
『
奏
状
』
の
第
五
条
は
、
明
ら
か
に
こ
れ
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
貞
慶
も
魔
界
に
つ
い
て
深

く
語
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
貞
慶
の
手
に
な
る
『
魔
界
回
向
事
』
に
は
、 

抑
も
我
が
朝
の
中
古
よ
り
こ
の
か
た
、
顕
密
修
学
の
人
、
有
徳
有
功
の
輩
、
粗
ぼ
魔
界
に
墮
し
て
法
を
妨
げ
、
人
を
悩
ま
す
。 

嗚
呼
、
如
意
の
珠
を
投

げ
て
徒
に
名
利
の
直
と
為
し
、
甘
露
の
薬
を
嘗
め
て
剰
え
煩
悩
の
病
を
増
す
。
昔
は
行
徳
を
以
て
魔
軍
を
伏
し
き
。
今
は
何
ぞ
其
の
伴
党
と
為
ら
ん
。
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ぜ
ざ
る
者
は
、
実
に
摂
取
の
光
に
漏
る
べ
し
。
既
に
西
方
を
欣
い
、
ま
た
弥
陀
を
念
ず
。
寧
ぞ
余
行
を
以
て
の
故
に
大
悲
の
光
明
を
隔
て
ん
や
。
（
26
） 

と
い
い
、
余
善
・
余
仏
を
認
め
な
い
法
然
の
解
釈
を
誤
り
で
あ
る
と
名
指
し
で
批
難
し
た
。
ま
た
、
専
修
念
仏
者
の
釈
尊
軽
視
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
同

じ
く
第
三
条
（
『
奏
達
状
』
も
『
奏
状
』
も
ほ
ぼ
全
同
）
に
お
い
て
、 

夫
れ
三
世
の
諸
仏
の
慈
悲
は
均
と
雖
も
、
一
代
の
教
主
の
恩
徳
は
独
り
重
し
。
心
あ
る
の
者
は
誰
か
こ
れ
を
知
ら
ず
。
爰
に
専
修
の
「
身
に
余
仏
を
礼

せ
ず
」
「
口
に
余
号
を
称
せ
ず
」
と
云
う
は
、
即
ち
釈
迦
等
の
諸
仏
な
り
。
専
修
よ
専
修
、
汝
は
誰
が
弟
子
ぞ
。
誰
が
彼
の
弥
陀
名
号
を
教
え
、
誰
が

其
の
安
養
浄
土
を
示
し
た
る
か
。
憐
れ
む
べ
し
、
末
世
に
本
師
の
名
を
忘
る
と
は
。
（
27
） 

と
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
四
条
（
『
奏
達
状
』
と
『
奏
状
』
で
は
文
章
が
異
な
る
が
趣
旨
は
同
じ
）
に
お
い
て
も
、
弥
陀
一
仏
を
憑

む
あ
ま
り
に
大
乗
仏
教
の
説
く
万
善
諸
行
を
否
定
す
る
専
修
念
仏
者
の
あ
り
方
を
痛
烈
に
批
判
し
、 

大
乗
を
謗
る
罪
は
、
無
垢
友
の
五
舌
の
生
を
爬
き
、
阿
鼻
に
陥
い
る
が
如
し
。
（
『
奏
達
状
』
） 

大
乗
を
謗
る
業
は
、
罪
の
中
の
最
大
な
り
。
五
逆
罪
と
雖
も
、
ま
た
及
ぶ
こ
と
能
わ
ず
。
（
『
奏
状
』
）
（
28
） 

と
い
い
、
阿
鼻
地
獄
に
陥
る
罪
業
で
あ
り
、
五
逆
罪
さ
え
も
及
ば
な
い
最
大
の
罪
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
実
は
貞
慶
に
は
「
五
逆
愚
迷
」
の
深
い
自
覚
が

あ
り
、
そ
の
た
め
西
方
願
生
を
断
念
し
た
経
緯
が
あ
る
か
ら
こ
そ
の
批
判
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。 

 

貞
慶
が
「
誹
謗
大
乗
の
罪
」
を
掲
げ
た
の
は
、
実
は
「
専
修
念
仏
者
に
よ
る
法
滅
の
懸
念
」
に
深
く
根
ざ
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う

に
、
貞
慶
に
は
法
然
の
「
魔
界
法
滅
」
の
あ
り
方
に
対
す
る
批
判
が
濃
厚
に
存
し
た
。
こ
の
「
法
滅
の
難
」
が
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
の
が
、
『
奏
達
状
』
『
奏

状
』
の
第
五
条
・
第
八
条
・
第
九
条
で
あ
る
。
そ
こ
に
一
貫
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
法
然
の
専
修
念
仏
義
が
仏
法
を
滅
ぼ
す
因
に
な
る
」
と
い
う

「
法
滅
」
へ
の
懸
念
で
あ
る
。
実
は
こ
れ
は
、
専
修
念
仏
者
が
既
存
の
教
団
を
批
判
し
て
「
魔
界
に
堕
ち
る
」
と
難
じ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
が
第
五
条
に
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、 

彼
の
念
仏
の
輩
、
永
ら
く
神
明
を
異
に
す
。
権
跡
実
類
を
論
ぜ
ず
、
宗
廟
大
社
を
憚
ら
ず
、
纔
か
な
り
と
神
明
に
臨
む
者
は
み
な
魔
界
に
堕
つ
と
、
云

々
。
（
中
略
）
伝
教
・
智
證
・
慈
覚
・
行
教
阿
闍
梨
・
弘
法
大
師
。
上
の
如
き
諸
匠
、
み
な
法
然
に
劣
る
と
為
ん
や
。
魔
界
に
堕
つ
と
為
ん
や
。
（
『
奏

達
状
』
）
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は
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。 

 
四 

『
興
福
寺
奏
達
状
』
『
興
福
寺
奏
状
』
に
見
ら
れ
る
「
弥
陀
一
仏
繋
属
」
へ
の
批
判 

  

世
に
広
く
伝
え
ら
れ
た
『
興
福
寺
奏
状
』
（
以
下
『
奏
状
』
）
に
は
、
そ
の
草
稿
本
と
も
い
う
べ
き
『
興
福
寺
奏
達
状
』
（
以
下
『
奏
達
状
』
）
が
あ
っ

た
。
も
っ
と
も
、
そ
の
名
称
を
正
伝
し
て
い
る
の
は
、
龍
谷
大
学
禿
氏
文
庫
所
蔵
本
、
お
よ
び
そ
の
複
写
本
と
考
え
ら
れ
る
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
の
別
本

の
計
二
本
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
も
う
一
本
、
そ
の
姉
妹
本
が
大
谷
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
「
興
福
寺
奏
状
」
の
名
で
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
（
23
） 

 

も
と
も
と
、
『
奏
達
状
』
と
『
奏
状
』
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
「
異
本
」
で
あ
る
が
、
混
在
し
て
伝
え
ら
れ
て
来
た
。
両
書
と
も
に
法
然
浄
土
教
を
批
判

す
る
内
容
と
は
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
『
奏
達
状
』
の
方
が
、
は
る
か
に
語
調
が
き
び
し
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
朝
廷
（
天
皇
な
ら
び
に
有
力
貴
族
）
の

意
思
が
は
た
ら
き
、
一
部
、
法
然
を
擁
護
す
る
文
章
に
書
き
改
め
ら
れ
た
。
そ
れ
が
『
奏
状
』
で
あ
る
。
（
24
）

で
は
、
一
仏
繋
属
に
関
す
る
箇
所
が
両
書
で

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
ま
ず
確
認
す
る
と
、
そ
の
第
一
条
に
お
い
て
、 

一
代
の
聖
教
は
弥
陀
一
仏
の
称
名
に
帰
し
、
恒
沙
の
法
門
は
悉
く
西
方
極
楽
の
往
生
に
在
る
や
。
（
『
奏
達
状
』
） 

若
し
夫
れ
浄
土
念
仏
を
以
て
別
宗
と
名
づ
く
れ
ば
、
一
代
の
聖
教
は
唯
だ
弥
陀
一
仏
の
称
名
を
説
く
や
。
三
蔵
の
旨
帰
、
偏
に
西
方
一
界
の
往
生
に
在

る
か
。
（
『
奏
状
』
）
（
25
） 

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
奏
達
状
』
『
奏
状
』
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
法
然
浄
土
教
の
主
張
す
る
「
弥
陀
一
仏
帰
依
」
と
い
う
「
一
仏
繋
属
」
の
論
理
を

明
確
に
否
定
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
法
然
の
弥
陀
一
仏
帰
依
か
ら
派
生
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
も
、
摂
取
不
捨
曼
陀
羅
（
第
二
条
）

・
釈
尊
軽
視
（
第
三
条
）
・
万
善
廃
亡
（
第
四
条
）
等
の
厳
し
い
論
難
が
示
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
摂
取
不
捨
曼
陀
羅
に
つ
い
て
は
、
『
奏
達
状
』
『
奏
状
』

の
第
二
条
（
ほ
ぼ
同
文
）
に
お
い
て
、 

上
人
の
言
わ
く
、
「
念
仏
衆
生
摂
取
不
捨
と
は
経
文
な
り
。
我
に
全
く
過
な
し
」
と
云
々
。
此
の
理
、
然
ら
ず
。
偏
に
余
善
を
修
め
、
全
く
弥
陀
を
念
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っ
た
の
で
あ
る
。 

 

『
尋
思
別
要
』
の
「
菩
薩
種
姓
一
仏
繋
属
有
無
」
に
は
、
す
で
に
紹
介
し
た
文
章
の
後
に
、
次
の
よ
う
な
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、 

諸
の
有
情
の
中
に
繋
属
の
多
・
少
、
所
化
の
共
・
不
共
あ
り
。
そ
の
中
の
共
の
辺
は
三
乗
に
亘
り
、
不
共
の
辺
は
二
乗
を
談
ず
。
何
の
過
あ
ら
ん
。
何

に
況
ん
や
繋
属
に
お
い
て
多
重
あ
り
。
観
音
大
士
は
最
初
発
心
よ
り
別
願
あ
り
て
、
弥
陀
に
繋
属
す
る
等
な
り
。
無
諍
念
王
の
発
心
せ
る
時
、
太
子
も

同
じ
く
発
心
す
。
宝
蔵
仏
、
太
子
に
記
を
授
く
る
に
、
「
大
王
成
仏
せ
し
時
、
汝
は
補
処
と
な
り
て
、
次
に
ま
さ
に
成
仏
す
べ
し
」
と
云
々
。
す
な
わ

ち
、
弥
陀
如
来
と
正
法
明
如
来
、
そ
の
因
縁
な
り
。
ま
た
、
釈
尊
の
多
く
の
弟
子
の
中
、
阿
難
尊
者
は
世
々
に
必
ず
侍
者
た
り
。
か
く
の
如
き
繋
属
は

一
仏
に
あ
り
と
雖
も
過
な
し
。
（
中
略
）
お
の
お
の
本
縁
に
随
う
と
は
、
弥
陀
観
音
父
子
の
本
縁
等
な
り
。
（
22
） 

と
。
こ
れ
は
蔵
俊
が
示
し
た
「
後
義
」
に
対
す
る
貞
慶
の
反
論
と
見
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
冒
頭
に
お
い
て
貞
慶
は
、
不
共
（
一
仏
繋
属
）
は
二
乗
に

限
る
こ
と
を
明
言
し
た
上
で
、
蔵
俊
の
い
う
「
本
来
は
多
仏
に
属
す
る
属
一
の
者
」
と
い
う
あ
り
方
は
菩
薩
種
姓
の
本
義
で
は
な
く
、
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ

は
弥
陀
と
観
音
、
釈
尊
と
阿
難
な
ど
の
よ
う
な
「
特
別
な
本
縁
あ
る
場
合
に
限
る
」
と
い
う
解
釈
を
付
加
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ

た
。
多
仏
繋
属
（
共
）
と
一
仏
繋
属
（
不
共
）
を
共
に
認
め
る
伝
統
学
説
に
対
し
て
貞
慶
は
、
「
不
共
」
は
二
乗
に
お
い
て
の
み
論
ず
る
も
の
で
あ
り
、
菩

薩
種
姓
は
常
に
「
共
」
で
あ
っ
て
「
不
共
」
で
は
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
祖
父
師
蔵
俊
の
見
解
を
超
え
る
新
展
開
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
ま

で
に
貞
慶
は
、
一
仏
繋
属
（
不
共
）
を
否
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
「
す
べ
て
の
人
々
が
弥
陀
一
仏
の
悲
願
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
」
と
論
じ
た
法

然
浄
土
教
を
否
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

こ
の
時
代
、
法
然
浄
土
教
は
機
内
や
七
道
に
弘
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
法
然
の
教
え
を
受
け
た
も
の
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
よ
っ
て
ど
ん
な
悪
人
で
も
救

わ
れ
、
三
界
を
出
過
し
た
勝
れ
た
報
土
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
凡
入
報
土
）
と
信
じ
、
心
な
い
者
に
よ
っ
て
は
「
破
戒
を
宗
と
し
魔
界
に
堕
ち
る
所

業
」
等
が
な
さ
れ
、
「
八
宗
都
滅
」
の
危
機
に
陥
っ
て
い
た
。
す
べ
て
は
弥
陀
一
仏
帰
依
（
一
仏
繋
属
）
を
勧
め
た
法
然
の
教
義
に
こ
そ
問
題
が
あ
る
と
し

た
貞
慶
は
、
弥
陀
一
仏
帰
依
の
誤
り
を
徹
底
し
て
指
摘
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
伝
統
学
説
を
超
え
た
貞
慶
の
教
学
的
新
展
開
が
あ
っ
た
と
い

っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。 

 

で
は
、
法
然
浄
土
教
を
批
判
し
た
『
興
福
寺
奏
達
状
』
お
よ
び
『
興
福
寺
奏
状
』
に
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
展
開
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
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二
十
六
恒
供
仏
を
説
く
文
は
、
是
れ
属
多
の
類
を
説
く
な
り
。
属
一
の
人
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
あ
る
い
は
属
多
の
前
に
は
、
諸
仏
の
有
縁
の
仏
は
同
処

同
時
に
お
の
お
の
身
土
を
変
ず
。
形
状
は
相
似
し
て
相
い
障
碍
せ
ず
。
受
相
は
和
雑
し
て
増
上
縁
と
な
る
。
所
化
の
生
を
し
て
自
識
に
変
現
せ
し
め
、

一
土
に
お
い
て
一
仏
身
あ
る
の
み
と
謂
も
う
。
所
化
の
諸
仏
を
ば
皆
、
釈
迦
と
名
づ
く
。
な
い
し
皆
、
慈
氏
と
名
づ
く
。
そ
の
属
一
の
者
、
こ
の
釈
迦

に
お
い
て
所
属
の
一
仏
を
見
る
。
（
中
略
）
故
に
、
属
一
に
約
し
て
多
人
を
ば
合
し
て
論
ず
れ
ば
、
多
仏
を
ば
汎
じ
て
一
仏
と
な
す
な
り
。
故
に
、
釈

迦
に
の
み
属
せ
る
属
一
の
人
、
西
方
に
往
き
て
弥
陀
に
向
う
の
時
に
、
た
だ
弥
陀
の
中
の
釈
迦
を
見
て
、
弥
陀
の
弥
陀
を
ば
見
ず
。
な
い
し
東
方
に
生

ず
る
も
ま
た
も
っ
て
し
か
な
り
。
そ
の
余
の
一
の
類
も
、
皆
も
っ
て
是
の
如
し
。
し
か
る
に
、
そ
の
所
化
の
人
に
は
、
我
れ
西
方
に
往
き
て
弥
陀
仏
を

見
る
、
な
い
し
浄
瑠
璃
に
生
じ
て
薬
師
仏
を
見
る
と
謂
わ
し
む
。
属
多
の
者
に
一
の
土
に
お
い
て
一
の
仏
身
あ
り
と
謂
わ
し
む
る
が
如
き
な
り
。
（
19
） 

と
。
こ
れ
を
見
る
と
、
多
仏
繋
属
が
真
実
で
あ
る
中
で
一
仏
繋
属
論
者
に
よ
っ
て
「
属
一
の
誤
解
」
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

二
十
六
恒
河
沙
も
の
諸
仏
を
供
養
す
る
と
い
う
経
典
の
文
章
は
明
ら
か
に
多
仏
繋
属
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
諸
仏
は
同
処
同
時
に
身
土
を
変
現
す
る
し
、

し
か
も
互
い
に
障
碍
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
属
一
を
主
張
す
る
人
た
ち
は
自
識
に
一
仏
一
仏
土
し
か
変
じ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
に
は
諸
仏
の
化
を

受
け
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
釈
迦
に
帰
依
す
る
人
は
釈
迦
の
み
を
見
、
弥
陀
に
帰
依
す
る
人
は
弥
陀
の
み
を
見
、
薬
師
に
帰
依
す
る
人
は
薬
師
の
み
を
見

る
。
そ
し
て
、
「
一
仏
繋
属
」
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
、
後
義
説
の
見
解
を
解
説
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
蔵
俊
の
裁
定
は
、 

こ
の
二
義
の
中
、
後
義
を
用
う
べ
し
。
（
20
） 

と
あ
る
よ
う
に
、
後
義
に
示
さ
れ
る
多
仏
繋
属
を
採
用
し
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
こ
の
見
解
は
多
仏
繋
属
を
真
実
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
詳
細
に
検
討
す
る
と
「
多
仏
繋
属
」
の
立
場
に
立
ち
な
が
ら
「
一
仏
繋
属
と
思
う
人

の
存
在
」
を
認
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
換
言
す
る
と
、
「
本
来
は
多
仏
に
属
し
て
い
る
属
一
の
者
」
と
で
も
い
う
べ
き
存
在
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
よ
う
な
蔵
俊
の
学
説
を
示
し
な
が
ら
も
貞
慶
は
『
尋
思
通
用
』
に
お
い
て
、 

末
に
云
く
、
菩
薩
に
は
一
仏
繋
属
な
き
か
。
た
だ
し
、
繋
属
の
義
は
さ
ら
に
別
門
あ
り
。
別
に
記
す
が
如
し
。
（
21
） 

と
述
べ
、
菩
薩
に
は
一
仏
繋
属
の
義
の
な
い
こ
と
を
蔵
俊
か
ら
の
相
承
説
と
し
て
示
す
一
方
で
、
繋
属
の
義
に
つ
い
て
「
別
門
」
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

そ
の
内
容
を
「
別
に
記
す
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
別
に
著
さ
れ
た
も
の
が
、
他
な
ら
ぬ
『
尋
思
別
要
』
収
録
の
「
菩
薩
種
姓
一
仏
繋
属
有
無
」
だ
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と
あ
る
の
で
、
本
書
が
『
尋
思
鈔
』
の
「
一
仏
繋
属
」
を
抜
き
書
き
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
ま
た
、
祖
父
師
で
あ
っ
た
菩

提
院
蔵
俊
（
一
一
〇
四―

一
一
八
〇
）
の
説
を
「
本
云
」
、
自
己
の
説
を
「
末
云
」
と
し
て
引
く
『
尋
思
鈔
』
独
特
の
記
述
ス
タ
イ
ル
を
本
書
も
採
用
し
て

い
る
こ
と
で
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
既
知
の
『
尋
思
別
要
』
の
も
の
と
は
ま
る
で
異
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
は
『
尋
思
通
要
』

の
現
存
論
義
に
は
な
い
「
散
逸
論
義
」
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
こ
の
発
見
は
貞
慶
の
「
一
仏
繋
属
否
定
」
の
論
理
を
確
認
す
る
に
あ
た
っ
て
、
大
き
な
価
値
を
有
し
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
『
尋
思
通
要
』

（
す
な
わ
ち
東
大
寺
図
書
館
蔵
『
一
仏
繋
属
事
』
）
に
示
さ
れ
る
祖
父
師
蔵
俊
の
学
説
を
超
え
る
「
一
仏
繋
属
否
定
の
論
理
」
が
確
認
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

貞
慶
は
『
尋
思
鈔
』
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
当
代
一
流
の
学
匠
で
あ
っ
た
菩
提
院
蔵
俊
の
論
義
抄
で
あ
る
『
菩
提
院
抄
』
を
「
規
模
」
（
軌
範
）
と

し
た
。
し
か
し
、
規
模
と
し
た
と
は
い
っ
て
も
、
決
し
て
蔵
俊
の
学
説
を
す
べ
て
正
義
説
と
し
て
丸
飲
み
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
を
き
び
し
く
峻
別
し
、

自
己
の
見
解
を
展
開
さ
せ
た
。
そ
れ
が
『
尋
思
鈔
』
で
あ
っ
た
。
今
回
の
「
一
仏
繋
属
」
も
ま
た
例
に
も
れ
ず
、
両
者
の
解
釈
に
は
興
味
深
い
相
違
が
認
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
尋
思
通
要
』
に
は
、 

本
に
云
く
、
今
、
一
仏
繋
属
の
有
無
を
案
ず
る
に
、
二
義
あ
り
。
（
17
） 

と
い
い
、
ま
ず
「
本
云
」
と
し
て
蔵
俊
が
こ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
一
仏
繋
属
（
前
義
）
と
多
仏
繋
属
（
後
義
）
の
両
説
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
事
実
を
示
し

て
い
る
。
こ
の
点
、
『
同
学
鈔
』
と
同
じ
で
あ
る
。
で
は
、
蔵
俊
が
示
し
た
「
前
義
の
立
場
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ

い
て
『
尋
思
通
要
』
に
は
、 

「
種
姓
法
爾
に
し
て
さ
ら
に
相
い
繋
属
す
。
或
い
は
多
の
一
に
属
し
、
或
い
は
一
の
多
に
属
す
」
と
云
々
。
も
し
一
向
に
共
な
ら
ば
、
法
爾
種
姓
な
き

に
似
た
り
。
故
に
初
師
に
こ
の
難
あ
り
。
も
し
法
爾
種
姓
あ
ら
ば
、
一
仏
繋
属
あ
る
べ
し
。
故
に
、
正
義
に
こ
の
釈
あ
り
。
故
に
知
ん
ぬ
、
五
姓
法
爾

差
別
の
宗
は
、
こ
の
類
あ
る
を
許
す
と
。
応
に
是
れ
正
理
な
る
べ
し
。
（
18
） 

と
あ
る
よ
う
に
、
法
相
宗
は
五
姓
法
爾
差
別
を
説
く
宗
で
あ
る
か
ら
、
一
仏
繋
属
で
あ
る
こ
と
こ
そ
が
正
義
に
な
る
と
い
う
前
義
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
背
景
に
は
「
二
乗
の
能
化
仏
は
定
ま
っ
て
い
る
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、
そ
れ
に
準
じ
て
菩
薩
種
姓
に
も
ま
た
、
一
仏
繋
属
が
あ
る
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
次
い
で
、
「
後
義
の
立
場
」
に
つ
い
て
蔵
俊
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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い
た
の
で
、
貞
慶
の
見
解
が
法
相
教
学
の
一
般
論
と
は
異
な
り
、
「
一
仏
繋
属
」
を
徹
底
的
に
否
定
す
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
を
、
脚
注
を
も
っ
て
付
記
し

た
こ
と
に
な
る
。 

 

で
は
、
『
同
学
鈔
』
が
指
摘
す
る
貞
慶
の
『
尋
思
鈔
』
に
お
け
る
見
解
と
は
、
具
体
的
に
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
、
貞
慶
撰
述
の

『
尋
思
鈔
』
は
「
通
要
」
と
「
別
要
」
の
二
書
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
当
該
の
「
一
仏
繋
属
」
に
つ
い
て
は
『
論
第
十
巻
尋
思
鈔
別
要
』
「
菩
薩
種
姓
一
仏

繋
属
有
無
」
に
、 

末
に
云
く
、
菩
薩
に
此
の
類
（
一
仏
繋
属
の
類
）
な
し
。
問
う
。
根
性
は
万
差
な
り
。
何
ぞ
此
の
類
を
遮
せ
ざ
る
や
。
（
中
略
）
答
う
。
法
爾
の
種
姓

は
五
乗
を
本
と
為
す
。
五
姓
の
中
、
菩
薩
お
よ
び
不
定
姓
は
、
法
爾
に
多
仏
に
繋
属
す
る
の
類
な
り
。
（
中
略
）
菩
薩
種
姓
の
中
、
誰
人
か
無
数
の
仏

土
に
詣
で
ざ
る
や
、
無
尽
の
法
門
を
受
け
る
こ
と
無
き
や
。
（
中
略
）
故
に
必
ず
多
仏
に
繋
属
す
べ
し
。
（
14
） 

と
論
じ
ら
れ
て
い
る
事
実
を
何
度
か
指
摘
し
て
き
た
。
（
15
）

す
な
わ
ち
、
貞
慶
は
『
同
学
鈔
』
の
脚
注
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
一
仏
繋
属
は
誤
り
で
あ
り
、

菩
薩
は
必
ず
多
仏
に
繋
属
す
る
」
と
い
う
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
貞
慶
は
法
相
宗
の
「
一
仏
繋
属
も
多
仏
繋
属
も
共

に
許
す
立
場
」
を
容
認
せ
ず
、
一
仏
繋
属
を
か
た
く
な
に
否
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
背
景
に
あ
る
の
が
、
他
な
ら
ぬ
「
法
然
浄
土
教
」
で
あ
っ
た
。 

 

三 

貞
慶
に
よ
る
「
一
仏
繋
属
」
否
定
の
新
展
開 

  

す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
『
尋
思
鈔
』
は
「
通
要
」
と
「
別
要
」
の
二
書
構
成
と
な
っ
て
い
る
論
義
抄
で
あ
る
。
重
要
な
案
件
に
つ
い
て
は
「
別
要
」

（
以
下
『
尋
思
別
要
』
）
で
論
じ
、
通
じ
て
の
案
件
は
「
通
要
」
（
以
下
『
尋
思
通
要
』
）
で
論
じ
ら
れ
た
。
も
っ
と
も
、
「
別
要
」
と
い
う
言
い
方
は
弟

子
の
良
算
が
す
で
に
使
用
し
て
い
る
が
、
「
通
要
」
と
い
う
言
い
方
は
良
算
以
降
に
用
い
ら
れ
た
呼
称
で
あ
る
。
両
書
に
は
共
通
す
る
テ
ー
マ
も
あ
る
が
、

現
存
す
る
『
尋
思
通
要
』
に
は
「
一
仏
繋
属
」
の
名
は
見
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
に
な
っ
て
東
大
寺
図
書
館
の
蔵
書
を
調
査
す
る
中
で
、
『
一
仏
繋

属
事
』
と
い
う
書
物
を
見
い
出
し
た
。
本
書
の
表
紙
に
は
、 

尋
思
抄 

 
 

三
身
成
道 

意
業
非
身 

一
仏
繋
属
（
16
）
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益
と
な
る
。
一
仏
は
能
く
一
切
の
生
を
益
す
る
が
故
に
。
（
11
） 

と
い
い
、
重
ね
て
根
本
論
典
で
あ
る
『
成
唯
識
論
』
を
依
拠
と
し
た
共
不
共
の
あ
り
方
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
法
相
宗
第
三
祖
の
智
周
（
六

七
七―
七
三
三
）
も
、
そ
の
主
著
の
一
つ
で
あ
る
『
成
唯
識
論
演
秘
』
に
お
い
て
、 

一
切
如
来
の
所
化
の
有
情
は
、
共
不
共
と
為
す
。
有
義
は
み
な
共
、
一
一
の
仏
は
み
な
一
切
を
度
す
。
（
中
略
）
有
義
は
不
共
、
仏
の
所
化
の
諸
の
有

情
の
類
は
本
よ
り
相
属
せ
る
を
以
て
の
故
に
。
（
中
略
）
実
義
の
如
き
は
共
不
共
有
り
。
若
し
所
化
の
生
、
一
向
に
共
な
ら
ば
，
何
ぞ
多
仏
を
須
た
ん
。

一
仏
、
能
く
一
切
の
生
を
化
す
べ
し
。
若
し
所
化
の
生
、
一
向
に
不
共
な
ら
ば
、
菩
薩
は
弘
誓
の
願
を
発
し
て
多
の
仏
に
歴
事
し
て
大
乗
を
修
学
す
べ

か
ら
ず
。
諸
仏
は
お
の
が
所
化
を
以
て
後
の
仏
に
付
属
す
べ
か
ら
ず
。
（
12
） 

と
論
じ
、
伝
統
説
を
受
け
た
「
多
仏
繋
属
」
と
「
一
仏
繋
属
」
の
い
ず
れ
を
も
認
め
る
見
解
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
説
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
も
し
化

益
す
る
衆
生
が
共
通
す
る
な
ら
多
仏
の
現
れ
る
必
要
性
は
な
く
、
一
仏
の
み
で
救
済
で
き
る
。
一
方
、
も
し
化
益
す
る
衆
生
が
共
通
し
な
い
な
ら
多
仏
に
歴

事
し
て
大
乗
の
行
を
修
学
し
て
い
く
と
い
う
あ
り
方
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、
共
の
衆
生
も
い
れ
ば
不
共
の
衆
生
も
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ

る
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
ち
な
み
に
、
前
者
が
一
仏
繋
属
、
後
者
が
多
仏
繋
属
の
立
場
か
ら
の
論
調
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
多
仏
繋
属
と
一
仏
繋
属
の
い

ず
れ
の
者
も
い
る
か
ら
こ
そ
一
切
衆
生
を
化
益
す
る
諸
仏
の
は
た
ら
き
が
ま
っ
と
う
さ
れ
る
の
で
あ
る
と
し
て
、
両
者
を
共
に
認
め
て
い
た
の
が
法
相
宗
の

基
本
的
な
立
場
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
伝
統
的
な
正
統
説
を
受
け
た
も
の
が
他
な
ら
ぬ
『
同
学
鈔
』
の
答
文
の
立
場
だ
っ
た
の
で

あ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
良
算
の
師
で
あ
っ
た
貞
慶
は
「
一
仏
繋
属
」
を
一
切
認
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
、
『
同
学
鈔
』
の
脚
注

に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、 

東
山
の
仰
せ
に
云
く
、
一
仏
繋
属
の
菩
薩
な
し
。
尋
思
鈔
の
如
し
。
（
中
略
）
時
に
建
仁
二
年
十
一
月
十
日
の
午
の
時
、
こ
れ
を
記
す
。
（
13
） 

と
あ
る
。
「
東
山
」
と
は
貞
慶
を
さ
し
、
「
尋
思
鈔
」
と
は
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
に
撰
述
さ
れ
た
貞
慶
の
論
義
抄
で
あ
る
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
（
以
下
、

こ
の
表
記
の
際
は
『
尋
思
鈔
』
と
略
す
）
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
尋
思
鈔
』
の
編
纂
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
良
算
が
、
そ
の
翌
年
に
『
同
学
鈔
』

の
当
該
論
義
を
編
集
し
た
こ
と
が
、
右
の
文
よ
り
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
良
算
は
、
前
年
に
成
立
し
た
貞
慶
の
『
尋
思
鈔
』
の
内
容
を
熟
知
し
て
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答
う
。
（
中
略
）
菩
薩
種
姓
は
利
他
を
先
と
す
る
と
雖
も
、
智
増
上
の
類
は
法
爾
と
し
て
あ
り
。
例
え
ば
菩
薩
の
意
楽
、
た
と
い
広
大
な
り
と
雖
も
、

繋
属
は
然
ら
し
む
。
一
仏
に
属
す
る
種
姓
、
何
ぞ
こ
れ
を
許
さ
ざ
る
や
。
た
だ
し
四
依
の
供
仏
に
至
り
て
は
、
法
爾
の
繋
属
は
自
受
用
に
約
し
て
こ
れ

を
論
ず
。
実
の
報
仏
、
所
化
の
た
め
に
二
十
六
恒
身
土
を
現
ず
る
の
時
、
所
現
の
諸
仏
を
供
養
す
る
が
故
に
、
歴
事
諸
仏
の
義
な
き
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

（
7
） 

と
い
い
、
一
仏
繋
属
の
者
も
多
仏
繋
属
の
者
も
共
に
認
め
る
立
場
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
共
に
認
め
る
立
場
」
こ
そ
実
は
、
法
相
宗
の
伝
統
的
な
あ

り
方
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
次
第
を
次
に
示
す
と
、
ま
ず
法
相
宗
所
依
の
論
典
の
一
つ
で
あ
る
『
仏
地
経
論
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
諸
経
の
中
、
処
処
に
能
化
所
化
の
相
属
決
定
を
宣
説
し
。
是
の
故
に
諸
仏
の
所
化
は
不
共
な
り
と
。
実
義
の
如
き
は
、
共
も
不
共
も
あ
り
。
無
始

の
時
よ
り
こ
の
か
た
、
種
性
は
法
爾
に
さ
ら
に
相
い
繋
属
す
。
或
い
は
多
の
一
に
属
し
、
或
い
は
一
の
多
に
属
す
。
（
8
） 

と
あ
る
よ
う
に
、
所
化
の
共
不
共
が
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
受
け
て
か
法
相
宗
の
根
本
論
典
で
あ
る
『
成
唯
識
論
』
に
は
、 

諸
の
有
情
の
類
は
、
無
始
の
時
よ
り
こ
の
か
た
、
種
姓
法
爾
に
更
に
相
い
繋
属
せ
り
。
或
い
は
多
の
一
に
属
し
、
或
い
は
一
の
多
に
属
す
る
が
故
に
、

所
化
の
生
に
共
あ
り
不
共
あ
り
。
爾
ら
ざ
れ
ば
、
多
の
仏
の
久
し
く
世
間
に
住
し
て
各
お
の
の
事
を
劬
す
と
も
、
実
に
無
益
と
な
る
。
一
仏
は
能
く
一

切
の
生
を
益
す
る
が
故
に
。
（
9
） 

と
説
か
れ
た
。
そ
こ
で
、
法
相
宗
の
開
祖
で
あ
る
慈
恩
大
師
基
（
六
三
二―

六
八
二
）
は
ま
ず
、
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
の
中
で
、 

実
義
は
共
と
不
共
と
あ
り
。
成
唯
識
論
も
ま
た
是
の
説
を
作
す
。
（
中
略
）
諸
の
有
情
の
類
は
、
無
始
の
時
よ
り
こ
の
か
た
、
種
姓
法
爾
に
更
に
相
い

繋
属
せ
り
。
或
は
多
の
一
に
属
し
、
或
い
は
一
の
多
に
属
す
。
故
に
所
化
の
生
に
共
と
不
共
と
あ
り
。
爾
ら
ざ
れ
ば
、
多
の
仏
の
久
し
く
世
間
に
住
し

て
各
お
の
の
事
を
劬
す
と
も
、
実
に
無
益
と
な
る
。
一
仏
は
能
く
一
切
の
生
を
益
す
る
が
故
。
こ
の
義
は
広
く
仏
地
等
に
説
け
り
。
（
10
） 

と
い
い
、
『
成
唯
識
論
』
と
『
仏
地
経
論
』
を
拠
り
所
と
し
た
論
を
展
開
し
、
か
つ
ま
た
『
説
無
垢
称
経
疏
』
に
お
い
て
も
、 

成
唯
識
に
云
く
、
（
中
略
）
諸
の
有
情
の
類
は
、
無
始
の
時
よ
り
こ
の
か
た
、
種
姓
法
爾
に
更
に
相
い
繋
属
せ
り
。
或
い
は
多
の
一
に
属
し
、
或
い
は

一
の
多
に
属
す
る
が
故
に
、
所
化
の
生
に
共
あ
り
不
共
あ
り
。
爾
ら
ざ
れ
ば
、
多
の
仏
の
久
し
く
世
間
に
住
し
て
各
お
の
の
事
を
劬
す
と
も
、
実
に
無
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③ 

一
仏
繋
属
に
対
す
る
批
判 

 

の
三
点
で
あ
る
。
こ
の
内
、
①
は
弥
陀
の
本
願
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
凡
夫
が
一
足
飛
び
に
三
界
（
輪
廻
界
）
を
出
過
し
た
弥
陀
浄
土
（
報
土
）
に
往
生
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
法
然
の
教
説
を
批
判
し
た
も
の
、
②
は
八
宗
を
覆
滅
す
る
法
然
の
教
え
を
「
魔
界
・
魔
風
」
と
し
批
判
し
た
も
の
、
③
は
阿
弥
陀

仏
一
仏
の
み
へ
の
帰
依
を
説
く
法
然
の
教
説
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
本
願
解
釈
の
相
違
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
す
で
に
別
稿
を

も
っ
て
一
部
論
証
し
て
き
た
。
（
4
）
今
回
は
特
に
、
①
②
展
開
の
根
幹
的
理
由
で
も
あ
る
③
に
つ
い
て
、
東
大
寺
図
書
館
所
蔵
の
新
資
料
で
あ
る
貞
慶
撰
『
一

仏
繋
属
事
』
を
加
味
し
、
貞
慶
の
法
然
浄
土
教
批
判
の
背
景
に
、
確
固
と
し
た
教
学
（
論
義
）
の
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 

な
お
、
貞
慶
の
「
一
仏
繋
属
」
説
に
最
初
に
注
目
し
、
そ
れ
が
貞
慶
の
浄
土
信
仰
の
理
論
に
お
い
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は
筆
者

で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
こ
れ
を
受
け
て
貞
慶
の
一
仏
繋
属
の
理
論
が
法
然
浄
土
教
批
判
に
も
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
初
め
て
指
摘
し
た
の
は
、
故
新
倉
和

文
氏
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
そ
の
主
張
は
、
指
摘
に
止
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
（
5
）

実
は
新
倉
氏
は
、
共
に
東
大
寺
図
書
館
で
資
料
調
査
し
た

折
り
に
発
見
し
た
前
掲
の
資
料
に
着
目
し
て
い
た
。
そ
れ
を
検
討
し
て
い
る
最
中
に
病
に
倒
れ
、
没
し
た
。
そ
の
意
思
を
尊
重
し
、
筆
者
は
こ
こ
に
新
資
料

を
加
味
し
た
論
考
を
新
た
に
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

二 

法
相
論
義
「
一
仏
繋
属
」
の
伝
統
説 

  

法
相
論
義
「
一
仏
繋
属
」
は
、
最
初
発
心
の
時
か
ら
仏
に
成
る
ま
で
の
間
に
、
一
仏
の
み
に
繋
属
し
続
け
る
菩
薩
が
い
る
の
か
否
か
を
問
う
論
義
で
あ
る
。

法
相
宗
の
論
義
を
集
大
成
し
た
良
算
（
？―

一
一
九
四―

一
二
一
七―

？
）
編
纂
の
『
成
唯
識
論
同
学
鈔
』
（
以
下
『
同
学
鈔
』
と
略
す
）
で
は
、
論
第
十

巻
の
五
に
収
録
さ
れ
て
い
る
論
義
テ
ー
マ
（
論
題
・
科
文
）
で
あ
る
。
二
問
答
二
談
義
よ
り
な
る
が
、
そ
の
第
一
答
を
見
る
と
、 

答
う
。
二
伝
あ
り
。
一
つ
に
は
、
此
の
類
あ
り
と
云
う
。
二
つ
に
は
、
こ
れ
な
し
と
云
う
。
（
6
） 

と
あ
る
か
ら
、
認
め
る
説
と
認
め
な
い
説
の
二
つ
が
併
存
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
第
二
答
に
至
る
と
、
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一 

は
じ
め
に 

  

法
然
浄
土
教
を
批
判
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
解
脱
房
貞
慶
（
一
一
五
五―

一
二
一
三
）
に
は
、
法
相
教
学
に
基
づ
く
浄
土
信
仰
の
理
論
が
あ
り
、
釈
迦
の

霊
山
浄
土
、
弥
陀
の
極
楽
浄
土
、
弥
勒
の
知
足
浄
土
、
観
音
の
補
陀
落
浄
土
の
計
四
つ
の
浄
土
へ
の
往
生
を
願
っ
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
複
数
の
拙
論
で

論
証
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
（
1
）

貞
慶
に
と
っ
て
浄
土
と
は
、
菩
提
心
を
発
し
て
仏
道
を
歩
む
過
程
で
見
る
べ
き
世
界
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
、
前
半
生
を

つ
い
や
し
て
願
生
し
た
弥
陀
浄
土
へ
の
思
い
は
こ
と
の
ほ
か
強
く
、
自
ら
の
「
愚
迷
」
を
自
覚
し
て
断
念
し
、
観
音
の
浄
土
へ
の
往
生
を
願
う
に
至
っ
た
折

り
に
も
『
観
世
音
菩
薩
感
應
抄
』
に
、 

若
し
西
方
の
紫
雲
に
乗
ず
れ
ば
、
直
に
安
養
界
の
宝
池
に
生
ず
。
南
海
の
青
波
を
渡
れ
ば
、
且
く
補
陀
山
の
石
室
に
住
す
。
（
2
） 

と
あ
る
よ
う
に
、
な
お
弥
陀
浄
土
へ
の
「
未
練
」
を
示
し
て
い
た
こ
と
で
も
、
そ
の
思
い
の
強
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

貞
慶
が
弥
陀
浄
土
信
仰
の
理
論
を
構
築
し
た
書
と
し
て
筆
者
は
す
で
に
、
貞
慶
撰
『
安
養
報
化
』
（
撰
述
年
不
詳
、
一
一
九
二
年
以
前
か
）
を
翻
刻
読
解

し
て
紹
介
し
た
が
、
（
3
）

こ
れ
を
基
本
に
す
え
つ
つ
阿
弥
陀
仏
に
関
連
す
る
記
載
が
見
ら
れ
る
『
発
心
講
式
』
（
建
久
三
年
＝
一
一
九
二
年
撰
述
）
、
『
心

要
鈔
』
（
建
久
六
年
＝
一
九
九
五
年
撰
述
）
、
『
論
第
十
巻
尋
思
鈔
別
要
』
「
西
方
有
異
義
」
（
建
仁
元
年
＝
一
二
〇
一
年
撰
述
）
、
『
観
心
為
清
浄
円
明

事
』
（
建
暦
三
年
＝
一
二
一
三
年
口
述
筆
録
）
等
を
順
次
に
確
認
し
て
い
く
と
、
そ
こ
に
同
じ
く
西
方
願
生
者
で
あ
っ
た
貞
慶
の
「
法
然
浄
土
教
に
対
す
る

教
学
的
批
判
の
本
質
」
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
に
お
け
る
『
興
福
寺
奏
状
』
の
激
烈
な
批
判
と
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

『
興
福
寺
奏
状
』
に
は
、
九
箇
条
の
批
判
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
そ
の
本
質
を
以
下
の
三
点
に
あ
る
と
見
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、 

 

① 

凡
入
報
土
に
対
す
る
批
判 

② 

魔
界
法
滅
に
対
す
る
批
判
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